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冊子『INTERVIEW』『リアル』発行！
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2015 年 2 月、学部生・大学院生によるロールモデルの方々への 
インタビューをまとめた冊子『INTERVIEW』と、大学院進学を検討
する学部生向けの冊子『リアル』の二冊を発行しました。 

『INTERVIEW』については、これまで女性研究者支援室のホームペー
ジ「Interview」で公開して来た記事を冊子化しました。 
一方の『リアル』ですが、これはまさにタイトル通り、大学院生活
のリアルに迫った冊子です。 

2014 年度 女性研究者研究活動支援事業 自己点検・外部評価

本学は、2012 年度 8 月に文部科学省科学技術人材育成費補助事業「女性研究者研究活動支援事業」に選定され、 
女性研究者の研究活動を支援するとともに、女性研究者の在籍比率、上位職比率の向上に努めてまいりました。
 
本年度は、本事業の最終年度であることから、これまでの事業実施状況について自己点検・評価を行い、さらに第三者に
よる外部評価を受けました。その結果については、東京女子大学ホームページ・女性研究者支援室ホームページにて公開
していますので、是非ご覧下さい。

企画段階では実際に、現在大学院で学ぶ現役の大学院生や、大学院進学を検討している学部生、大学院を経て就職をした OG
の方や、研究者の道へ進んだ先生方を対象に、徹底した取材を行いました。 
そして、取材で得られた生の声を、大学院進学について悩む大学 3 年生「優子」を主人公とした短編小説に落とし込み、このストー
リーを軸に冊子内容を展開しています。 

『リアル』を発行する際に想定した対象読者は、大学院進学を具体的に考えている人だけでなく、「大学院ってどんなところ？」
「そもそも進路のことなんて決められない」と感じている学部生です。 
そのため、多くの学部生に手にとってもらえるよう、絵や写真を沢山使ったポップで楽しい内容になるよう編集し、大学院の
情報や進学にあたって考えなければならないポイントなどを、視覚的に発信する冊子となりました。

『INTERVIEW』『リアル』は、既に沢山の方からご好評の声を頂いています。その中で寄せられたコメントの一部を掲載します。 
こちらのキャンパスの女性教員6人に見てもらったのですが、皆さん感心していました。(芝浦工業大学より ) 
ひとことで言うと、「素晴らしい出来」ですね！　複数の教員に見せていますが、絶賛です。あのクオリティの高さはプロが作
成したというより、優秀な一線にいる院生が頑張ったということなんですね。勉強になりました。(お茶の水女子大学より ) 
 
現在、『INTERVIEW』『リアル』は、女性研究者支援室で無料配布しております。ご希望の方は、是非いらして下さい。 
また、メールでも申込を受け付けております。必要部数と送付先をご連絡頂ければ、発送手配を致しますので、お気軽にお申
し付け下さい。
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大学院・研究者交流スペース『Co-Labo』開設！

4202 号室のスペース「Co-Labo」は、
東京女子大学の大学院生・研究者の交流の場として誕生しました。
大学院生を中心とした研究者の研究会・勉強会や、進路についての交
流会などに今後も活用される予定です。

利用予約については、女性研究者支援室ホームページに設置されている　↑このロゴ↑  をクリック！　 
Co-Labo 専用ページにある予約カレンダーから登録できます。 
またこの Co-Labo では、2015 年の 1 月から今までに、大学院生によるセミナーが開催されています。

いろんな生き方シリーズ vol.1『やわらかあたま×わたしたちのしょうらい』

新聞道場

2 月 20 日（金）女性研究者支援室にて「いろんな生き方シリーズ vol.1　やわらかあ
たま×わたしたちのしょうらい」が開催されました。
今回の講師：土屋佳雅里さんは、短大を出て社会人経験ののち、夫とともに渡米し、
その後育児と児童英語教師を両立しながら東京女子大学に編入。春には大学院入学を
控えています。「今は三足のわらじを履いている」という土屋さんのこれまでのお話
を聞きながら、学生達の将来を考えるひとときとなりました。

在米中にコミュニティカレッジで単位履修生を経験したことで「何歳になっても勉強できるんだ」と感じたというお話は、学生
達にとって勇気の出るものでした。また、短大卒業後は「教師にはなることはない」と思っていたにも関わらず、育児や通園を
機に教師に興味を持ち、はじめて担当した授業で「天職だと感じた」というお話が印象的でした。 
自分を枠にはめてしまうことなく、降ってきたチャンスをつかんでみることが重要だとも話してくださいました。 
今後もCo-Labo にて、大学院生主導のもと「いろんな生き方シリーズ」は継続して開催される予定です。

女性研究者支援室にて、ファシリテーターの関真実子さん ( 本学大学院博士前期課程
1 年 ) を中心に、新聞道場シリーズが 3 回開催されました。 
12 月 19 日 ( 金 )「今、新聞をどう読むか」
  1 月 09 日 ( 金 )「元旦新聞読み比べ」
  2 月 10 日 ( 火 )「新聞を読み、語り合う」
2015年度も引き続きCo-Labo で開催予定で、現在年間スケジュールを策定中です。

2012 年 8 月に選定された「女性研究者研究活動支援事業」の補助事業期間が 2015 年 3 月末で終了します。 
ご愛読いただきましたニュースレターも最終号となります。 
研究支援員制度など本事業の多くはエンパワーメントセンター（4 月からの担当：中澤さん）に引き継がれます。


